
                         事務局長 舩尾 遼 

１ 開催日時と場所について 
 本年度も東京支部ではサマーセミナーを開催します。日程・場所は以下の通りです。 
 
 ■日時 

８月２１日（金）午後１時～２２日（土）午後０時 
  
■場所 
 ＫＫＲわかみや 神奈川県鎌倉市由比ガ浜４−６−１３  
 江ノ電由比ヶ浜駅から徒歩５分 

 
 

●今年のサマーセミナーにぜひご参加を！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 舩尾 遼 

●７月１８日 拡大幹事会は、北千住法律事務所近くで開催します！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・幹事長 久保木 亮介 

●岸本聡子杉並区政について弁護士が語る街宣のご報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局次長 柏木 優孝 

●罪に問われた障害者の刑事弁護について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局次長 小河 洋介 

●衆議院憲法審査会傍聴録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事務局長 舩尾 遼 

●亀井時子先生を偲んで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・東京法律事務所 橋本 佳子 

●今後の予定 



 

 

 鎌倉の由比ヶ浜ビーチの目の前

が会場です。時期的に海の家が立

ち並び浮かれた海水浴客達で溢れ

たロケーションになります。私た

ちは会議を行う訳ですが、終了後

海に遊びに行く時間は若干取れます。私も毎年懇親会前に海の家でビールを飲んでいま

すので、ぜひお楽しみください。 
 
２ １日目の講演と会議 
 １日目は気候アクティヴィストのｅｒｉさんをお招きして講演をお願いしています。

ｅｒｉさんはニューヨーク生まれ、東京育ちのデザイナーでもあり、古着セレクトショ

ップＤＥＰＴオーナー、他にも幅広く活動しています。 
 国会前の改憲と戦争に反対するペンライトデモを主催する市民クループＷＥ ＷＡ

ＮＴ ＯＵＲ ＦＵＴＵＲＥ（ＷＷＯＦ）メンバーでもあります。国会前でのコールを

聴かれた方は多いのではないでしょうか。 
 今回は「気候アクティヴィストはなぜ戦争に反対するか（仮題）」として、ｅｒｉさ

んの気候変動に対する活動と、ＷＷＯＦの活動を通じてペンライトデモを広げ、大きな

うねりにしている実践を伺い、近年勢力が弱体化してきているリベラル・左翼の運動の

参考にできればと思います。 
 講演の後半では、山添拓団員（参議院議員）と対談も行い、政治に期待することなど

も話していただく予定です。 
 講演後は、これを受けた活動の議論や、米イスラエルのイラン戦争と日本の対応など

を討議する予定です。 
３ ２日目の会議 
 ２日目は、昨年ご好評をいただいた弁護団活動の実践企画に続いて、今年度は、「弁

護団のつくりかた」と題して、弁護団で中心的に活動し、弁護団を組織する団員たちの

パネルディスカッションとこれを受けたグループディスカッションを行う予定です。 
 前日は飲みすぎないようにご注意ください。 

４ ぜひ由比ヶ浜においでください 
 本年度のサマーセミナーは、これから弁護士として活動をする若手だけでなく、今ま

で活動をしてきて、人が集まらない、運動が大きくならないなどと悩みながら活動をす

る団員達が実践をとおして運動を広げていくためのアイデアを考える機会になればと

企画しました。 
 本年度登録された新人のみなさんはもちろん、若手の皆様、活動に息切れをしてきた

中堅・ベテラン団員にもぜひご参加いただきたいと考えています。 
 夏の由比ヶ浜にぜひおいでください。 
 お申し込みは、本支部ニュースに同封しましたチラシのＱＲコードか、ＦＡＸにてお

願いします。 



 

 

                          幹事長 久保木 亮介 

自由法曹団東京支部の７月幹事会は、北千住法律事務所のお近くに場所を借りて行いま

す！ 
日 時：２０２６年７月１７日（金） 午後２時半～午後５時   
場 所：東京芸術センター９階 会議室２（足立区千住一丁目 4 番 1 号） 
懇親会の会場：追ってお知らせします。 

 
北千住法律事務所は、現在自由法曹団の団長を務める黒岩哲彦先生をはじめ、憲法の平

和・人権・民主主義に関わる諸課題の先頭に立って活躍している事務所です。  
 

★「結婚の自由をすべての人に」訴訟（同性婚訴訟）、いのちのとりで裁判（生活保護引

下げ違憲訴訟）など、重要な集団訴訟 
★かつての太平洋戦争での空襲被害者の救済を求める活動 
★福島原発事故の実態と原因・責任を解明し、人権の回復と脱原発社会を目指す「原発と

人権ネットワーク」の取り組み 
★自治体の戸籍窓口業務の民間委託問題など、自治体労働者の雇用や住民サービスをまも

る活動にかかわる団員の先生方から、貴重なご報告を頂く予定です。 
終わったあとはもちろん、懇親会を予定しています。金曜日ですので、少し遅くなって

も大丈夫！？でしょう。 
現地参加の申し込み方法など追ってお知らせします。 
多くの支部の団員の皆さん、７月１７日の午後は、北千住の現地でご参加ください！ 

  

事務局次長 柏木 優孝 

団東京支部は有志で、６月１８日、ＪＲ高円寺駅前（南口）にて、「岸本聡子（さとこ）・

杉並区政について弁護士が語る街頭宣伝」を行いましたのでご報告いたします。 
街頭宣伝には約２０名が参加し、弁護士の視点からこの４年間の岸本区政についての評

価を語るとともに、岸本区長の実績や政策を紹介するチラシを配布しました。特に、弁護

士からは、岸本区長が、「区民との対話の区政」を重視し、住民の意見を聞いて、住民の



 

 

思いを区政に反映してきたことなどを訴えました。当日は、帰宅時間帯にもかかわらず、

足を止めて話を聞く方も多くいました。 
 昨年７月１８日には、支部の拡大幹事会において、東京法律事務所の青龍美和子団員を

講師に迎えて、学習会「杉並から問う～民主主義のこれから」を開催し、岸本区政となっ

てから、これまでの区政にはなかった住民参加の取組みが進んでいること等が紹介されま

した。（詳細は「支部ニュース ２０２５年７月号」をご覧ください。） 
 住民の意見を聞いて、区政に反映し実現していく取組みは、全国でも類を見ないもので

すが、これが民主主義のあるべき姿であるはずです。 
東京都杉並区長選は６月２１日告示、２８日投票、２９日開票です。現職の岸本聡子区

長の他、前区長の田中良氏、前杉並区議会議員大和田伸氏、増田義彦氏の４名が立候補を

表明しています。 



 

 

 

事務局次長 小河 洋介 

私は、障害を抱えた方の権利擁護に関心があり、弁護士を目指し、弁護士登録以来、後

見事件以外にも、医療観察事件や精神科病棟からの退院請求事件、罪に問われた障害者の

刑事弁護、発達障害を抱えた少年の少年事件に多く取り組んできました。そのご縁もあっ

て、昨年から東京三弁護士会障害者刑事弁護連絡協議会の委員も務めています。 
東京三弁護士会では、知的障害や精神障害のある被疑者・被告人の刑事弁護の派遣制度

を行っています。毎月、名簿（ＳＨ名簿）に基づき相当数の派遣が行われていますが、実

際の事件では、社会福祉士や精神保健福祉士等の福祉の専門家との連携が進んでおり、東

京三弁護士会としても組織的な連携の試行を実施しています。また、２０２３年度からは

日本弁護士連合会において、社会福祉士等との連携に関する援助金制度が新たに創設され

ました。 
 団員の皆様も、日々刑事弁護に取り組まれていると思いますが、障害者刑事弁護につい

ては、どちらかと言えば弁護士会の方が活発に議論されているように感じており、あまり

関心を持たれない先生も少なくないのではないかと思います。 
そこで、今回は、支部ニュースの紙面をお借りして、罪に問われた障害者の刑事弁護（主

に情状弁護を想定して）について、通常の刑事事件とは異なる弁護活動の工夫についてご

紹介したいと思います。特に、新人・若手の先生の参考になれば幸いです。 
 
１ そもそも障害の存在に気付く 

国選事件において、ＳＨ対象事件として配点されずとも、通常の国選事件でも被疑者・

被告人が障害を抱えているケースは多く存在します。そこで大事なのは、接見の際に障

害の存在に気付くことです。障害の存在に気付くのにはいくつかポイントがあります。

例えば次のようなものが挙げられます。 
なお、私も通常事件として配点された国選事件で、唐突な話題を話すことやこだわり

が強い傾向があるなどの特徴から、障害の存在を疑い、支援に繋げたケースもあります。 
・動機と犯行内容に乖離がある。 
・犯行が「一方的、マイペース」な対人関係に起因している（相手の気持ちを一切考

慮しないまま犯行に及んでいる、など）。  
・生じた結果について予測し、あるいは意識した形跡がない（このような結果になる

とは全く思っていなかった、など）。 
・事件前後の経緯あるいは事件自体に、強いこだわりが認められる。 
・目線があわない。 

 ・体を前後にゆすっている。  



 

 

・体のどこかをずっと触り続けている。 
・言葉遣いやイントネーションに違和感がある。 
・言葉を字義どおりに捉えてしまう。  
・質問と答えがかみ合わない。 
・繰り上げ計算ができない。 
・簡単な言葉（事件、犯行、動機、経歴、検察官、弁護士等）が理解できない。  
・つじつまが合わないことを話す。  
・会話が一方的でマイペースである（唐突に話し出したり、質問をしたりする、など）。 
・被害者等の気持ちを考えることが極めて難しい（手紙や反省文が全く書けない、

など）。 
・一つのことに固執する傾向が強い 
・接見中の動作、視線がぎこちない。 
・場違いな発言や表情がみられる。 
・自発的に発言がみられない。 
・オウム返しがみられる。 

 
２ 障害の存在に気付く、あるいは疑いがあった場合には 

被疑者段階においては、弁護人としては、身柄拘束から解放後の被疑者の社会環境を

整え、それを検察官に示すことが重要となります。一般的な刑事弁護ではこれらの活動

を行いそれを意見書等にまとめて検察官に説明しますが、障害者の弁護においてはさら

に踏み込んだ書面を提出することが効果的です。具体的には、社会福祉士等の協力を得

て更生支援計画書を作成してもらい、それを検察官に提出することなどが想定されま

す。 
被告人段階においては、弁護人としては、立証活動において障害に対する正しい理解

を得られるよう工夫すること、障害の影響によって再犯が繰り返されないようサポート

体制を組むこと、弁論において、その障害が当該行為に影響を及ぼしたことが量刑理論

上どのような意味があるのかを説得的に論じることが重要となります。多くのケースで

は「更生支援計画書」を作成し、これに基づいて立証することが有用です。 
いずれにおいても、福祉との連携が非常に重要となります。多くの事件において、福

祉との連携の欠如や福祉的支援の不足が、犯行の原因ないし遠因となっています。福祉

との連携の意義は、大きく分ければ、刑事裁判における量刑に与える影響と、処分後・

判決後の支援体制の構築という点にあります。前者の量刑との関係では、本人の障害と

支援の不足が犯行に影響を与えている場合に、本人にどの程度非難可能性があるかとい

う視点、及び、あるべき支援を構築することで再犯可能性が減少しうるという視点が重

要です。後者の関係では、処分・判決がゴールではなく本人の生き直しにとってはスタ

ートであるという視点が重要です。 
 
３ 福祉との連携はどのように行うか 



 

 

実際に、障害に気付き、当該行為が障害に起因するとの見立てが立てられた場合に、

どのように福祉と連携すればよいのか分からないといった疑問を持つかと思います。そ

の場合には、弁護士会を通じて東京社会福祉会に福祉専門職の協力・派遣を依頼するこ

とができますので、これを利用することが有用です。仮に、この制度を利用しなくても、

利用できる社会資源を見つけて自身で繋げるということも可能です。利用できる社会資

源としては、次のような機関・制度等があります。 
⑴ 相談機関 
・社会復帰後の生活支援全般については → 各都道府県の地域生活定着支援センタ

ー 
・障害者関係の相談全般は → 地域の障害者相談事業所 
・高齢者に関するものであれば → 地域の地域包括支援センター  
・生活保護、身体障害、知的障害関係の相談は→各区市町村等の福祉事務所、児童相

談所 
・知的障害、発達障害関係の相談は → 知的障害者育成会、自閉症協会 
・精神障害関係の相談は→精神保健福祉センター、精神保健福祉士協会 （東京都内に

は、３か所の精神保健福祉センターがあります。東京都立精神保健福祉センター 

相談窓口、東京都立中部総合精神保健福祉センター、東京都立多摩総合精神保健福

祉センター 
・生活面でのサポートは → 障害者生活支援センター 
・就労面でのサポートは → 障害者就労（就業）支援センター、ハローワーク 
・金銭管理のサポートは → 社会福祉協議会の権利擁護センター、日常生活自立支

援事業（旧地域福祉権利擁護事業）の窓口  
 
⑵ 利用可能な制度 
・介護給付、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護、重度障害者等包括支援、

短期入所（ショートステイ）、療養介護、生活介護、施設入所支援  
・訓練等給付、自立訓練（機能訓練）、自立訓練（生活訓練）、就労移行支援、就労

継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、就労定着支援、自立生活援助、共同生活援助（グ

ループホーム） 
・地域相談支援給付、地域移行支援、地域定着支援 

 
４ 実際の弁護活動 

私は、現在、罪に問われた障害者の刑事事件（起訴後弁護）について２件抱えていま

すが、どちらも社会福祉士等の有資格者の方に入っていただいて、まずは環境の整備に

着手し、保釈を実現させました。そして、更生支援計画書を作成し、これを証拠として

提出したうえで、作成者の方の証人尋問を行いました（なお、検察官が更生支援計画書

について不同意の意見を述べたため、急遽、刑事訴訟法３２１条４項の伝聞例外で請求

しました）。 



 

 

弁論では、まず、被告人が当該行為を行ったことについて障害が、行為に及ぼした影

響を具体的に論じ、行為態様が必ずしも悪質な部類に入るものではないことを説得的に

論じ、そのうえで、障害の治療が進んだとか、障害があったとしても、今後は福祉の支

援体制等が整ったなどという事情から刑罰の目的である特別予防の観点からすれば、刑

罰を科する必要性は低いということを論じました。 
現在は判決言渡期日を待っている状況ですが、判決については、どこかでご報告でき

ればと考えております。 

事務局長 舩尾 遼 

 ６月２６日に衆議院憲法審査会に傍聴に行ってきました。散々政治にかかわってきてい

ると自他ともに認める弁護士ですが、リアルで傍聴をするのは初めてです。 
 実は国会で憲法審査会が開かれると、憲法会議の幹事団体が傍聴に行ってニュース原稿

を作成しています。自由法曹団東京支部も幹事団体のため、月に一度は担当があるため執

行部から人をだすことになっており、今回は私の担当でした。 
 余談ですが、その日の幹事団体は憲法会議傍聴の紙を印刷し、傍聴者のみなさんにその

日の流れを説明して、傍聴の注意点や、持ち込める物のアナウンスなども行います。初傍

聴のため正直私が流れを知りたいところですが、予め調べていったことをアナウンスし、

いろいろ注意などをします。実はよくわからなくても、とにかく何かしなければいけない

のは自由法曹団の弁護士あるあるですね。 
 当日の憲法審査会は、参院の合区解消について衆院憲法審査会で初の討論をするという

内容でした。 
 結論として自民党の会派発言とそれに続く個人発言は、この問題での集中討議の継続を

求め、維新が反対、中道、共産、れいわが慎重、参政党が賛成でしたが、参院では発議数

に達しない状況でした。 
 自民の論拠としては、地方の民意と有権者数のバランスをとる必要があり、憲法９２条

に基礎自治体として市町村、広域自治体として都道府県を設置して地域の民意を選挙制度

に反映できる根拠を作出すべきであり、改憲が必要というものでした。 
 ただ、そもそも民意が反映しにくい選挙制度にしている以上、選挙制度の改正により対

応すべきと思われます。共産も同趣旨の発言をしていました。 
 維新は道州制の導入と共に、９条改憲と国防軍の記載を求めており、前のめりな姿勢で

した。 
 なお、中道は３項目改正に苦渋の賛成とし、附則４条と附帯決議の措置なしの改憲はあ

りえない旨の発言をしていました。 
 正直各党の党利党略的な姿勢も目立ち、実質的な議論がされているようには思えません



 

 

でした。委員会開始前の雑談なども聞こえて、各会派の力関係や雰囲気などが知れたのも

有益でした。 
 支部ではこのような活動もしています。団員のみなさんもぜひ一度ご参加ください。 

                                                 

東京法律事務所 橋本 佳子 

１ 亀井先生の訃報に接し、何か本当に大きなものを失った感に打たれました。 

  亀井先生（１９期）は、弁護士会で一貫して生活困窮者の司法アクセスの向上に情熱

を注いでこられました。私が弁護士になってすぐの頃、はじめて薄暗い法律扶助協会に

行ったとき、この時も亀井先生がおられたのを覚えています。 

  期成会で数年前に亀井先生のこれまでの活動をふりかえるインタビューをしました。

先生は、「社会経験もなく、生活困窮者に遭ったこともなかったが、修習中に青法協の

活動で知った。南部事務所に入り、借地借家人組合がこの人お金ありませんから、と言

って連れてくる、しょうがないということで法律扶助協会に染まるきっかけだった」と

言います。法律扶助協会は、「国のお金もらうと弁護士自治が崩れる」ということで、

日弁連の外郭団体として設立され、資金がなく時には何カ月も受付停止にするなど困難

な運営でしたが、亀井先生はずっとたずさわりました。 

  その後、弁護士会の法律センターがなかった時代に、市民の司法アクセスのために全

国の弁護士会の法律相談センターが不可欠として、その立ち上げのために日本中飛び廻

わったそうです。 

  亀井先生たちは、法律扶助協会時代から国の制度が必要ということで、国への要請活

動をずっとされていて、ようやく司法改革のひとつとして法律扶助制を国が行う方向性

（後の法テラス）が打ち出されました。亀井先生らは、日弁連の一員として、国会要請

や法務省との勉強会を繰り返し、シンポジウム、何カ国もの海外調査などを重ねたそう

です。亀井先生は２００１年内閣府司法制度改革推進本部（弁護士費用敗訴者負担・法

律扶助改革検討会）、２００３年法務省司法参与等の委員としても活動されました。私

が日弁連理事をしていた当時、法テラスの立ち上げに関連して、日弁連理事会で亀井先

生が説明要員として、その必要性についてわかりやすく情熱的にされていたのを思い出

します。 

  ２００６年の法テラス設立と同時に、亀井先生は法テラス東京事務所の副所長（ちな

みに初代所長は故永盛敦郎弁護士）になられ、２０２４年８月に脳梗塞で倒れるまで約

２０年にわたって重責を果たされました。２０２４年には期成会の後輩である芹澤真澄

弁護士が所長に就任されました。芹澤弁護士は、職員から「亀井先生は省庁からの管理

職視察の際の説明で日本におけるリーガルエイドの必要性について述べ、貫禄があり、



 

 

扶助協会からの体験に基づくものなので、とても説得力があった」という話しを何度も

聞いたといいます。 

   そして、「所長になると辞めなければならないから万年副所長がいい」と言ってお

られたそうです。先生にとっては、やはり生活困窮者のための司法アクセスの実現のた

めにはご自分のことなど何ほどでもなかったのでしょう。「法テラス愛」が非常に強か

ったと芹澤弁護士は言います。 

また、１９９１年、東京弁護士会で女性として２人目の副会長になられています。 

２ 亀井先生を知らない方は、以上のような弁護士会活動を強い信念を持ってやり通した

固い人と思うかも知れませんが、違います。明るく、よく笑い、誰にでも気さくに話し

かける、すべてが自然体、だから、弁護士会でも他会派や他の弁護士会の弁護士にも信

頼され、人気がありました。 

 期成会の集まりではよく挨拶に立たれましたが、亀井先生のお話は、たとえば弁護士

会の大事な課題でも具体的で、てきぱきした語り口で、しかも笑いを誘いながら納得さ

せるというものでした。場は明るくなり、特に若手を元気づける存在感があり、私は大

好きでした。 

その極めつけが東京弁護士会の毎年の運動会での司会です。一日中、マイク片手に一

段高い台の上に立ち、次々繰り広げられる競技の実況放送をするのです。目に入った人

（他会派含めて本当に弁護士をよく知っている）の応援をおかしく、ほほえましく声か

けし、会場は盛り上がります。運動会の名物で、これは亀井先生以外に誰もできません。

必見ものでした。 

  突然のご病気で、お会いできないままのお別れになってしまい本当に残念ですが、私

はじめ後輩は先生から本当に大きな送り物をいただきました。ありがとうございまし

た。   

 
 



 

 

 

 

 



                 


